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ここがポイント！【研究内容】

高品質・高付加価値バイオ医薬品
生産システムの開発

三﨑 亮 MISAKI Ryo
生物工学国際交流センター 准教授
応用微生物学研究室 藤山研究室

糖鎖構造はタンパク質や配糖体の生物学的活性に大きな影響を与
える。タンパク質生産宿主細胞の糖鎖修飾経路を遺伝子工学的に
改変し、より機能性を高めたバイオ医薬品を生産できるバイオリ
アクターを開発する。さらに、細胞内輸送を制御することで目的
タンパク質をより多く生産できるバイオリアクターを開発する。
また、抗病原体活性をもつ配糖体の糖構造を改変し、当該活性の
向上や細胞毒性の軽減など機能性の高い配糖体を作出する。より
高品質、高生産を達成することで、患者に優しい医薬品を開発し
たい。

糖鎖、バイオ医薬品、バイオリアクター、病原体、細胞内輸送

応用分野 医療・ヘルスケア、創薬関連、物質生産
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